
第３５期(第３回)社会教育委員会議次第 

 
日時：令和元年９月５日(木) １１:００～ 

場所：神戸市役所３号館８階  教育委員会室 

 
 
１．開 会 
 
 
２．議事・報告事項 
 

(1) 第３５期第２回会議議事録（要旨）の確認について    資料 1 

 

(2) 令和元年度社会教育関係団体への補助金交付について   資料 2 

 

(3) 第３期神戸市教育振興基本計画について         資料 3 

 

(4) その他 

 

① 埋蔵文化財センター春季企画展「海を見つめて」報告等（文化財課） 資料 4 

 

② 神戸市立博物館リニューアルオープンについて（博物館）      資料 5 

 

③ 北神図書館の開館、利用状況について（図書館）          資料 6 

 

 

３．閉 会 

 

生涯学習のマスコット 
「マナビィ」 

学ぶ・活かす・つながる 
～そして、明日の神戸～ 
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第３５期（第２回）神戸市社会教育委員会議議事録（要旨） 

 

１．日 時：平成３１年３月７日（木）１５：１０～１６：００ 

２．場 所：神戸市生涯学習支援センター ２０１多目的室 

３．出席者： 

 (1)社会教育委員８名（辻委員、藤坂委員欠席） 

 (2)事務局 荒牧教育施策推進担当部長、宮﨑地域連携推進課長、中井首席指導主事、 

       安田担当課長（埋蔵文化財センター）、鎌田担当課長（中央図書館）、 

       小野田学芸課長（博物館）、淺野首席指導主事 他 

４．開 会：地域連携推進課長 

５．議事・報告事項： 

 （１）第３５期第１回会議議事録【要旨】の確認ついて 

（事務局）資料１により、前回の会議議事録（要旨）について説明 

  （議 長）質問、意見はあるか。 

  （委員全員）特に質問、意見なし 

 （２）「次期神戸市教育振興基本計画」について 

   （事務局）教育委員会として次期の５ヵ年計画になるが、次期神戸市教育振興基本計

画について、検討委員会を開催した。現在までの状況を報告するので、その内容に

ついて、社会教育委員としてのご意見を賜りたい。 

     今までに、この検討委員会は２/１５（金）と３/６（水）の２回開催されており、

第１回では、計画策定の趣旨や位置づけといったことを確認すると共に、策定主体

は教育委員会であることの確認、現行計画である第２期の総括及び今回の策定の視

点についての説明と議論がなされた。 

     具体的には５頁から１０頁にかけて、策定の視点についての資料を添付している。

特に人口動態を見ていただくと、色々な地域から人が出たり入ったりしている様子

が描かれている。特に国外からの人口増加も見受けられる。こういう現状を意識し

て策定する必要があるということだ。 

     また、８頁にあるように、国の動きとして第３期教育振興基本計画や学習指導要

領等の改訂も踏まえる必要がある。そして神戸市教育大綱、これらを総合して策定

していくという方向の確認が行われた。 

     そして神戸市生涯学習総合計画及び第３次神戸市子供読書活動推進計画につい

ては、新たに計画は定めず、第３期神戸市教育振興基本計画に盛り込み、それらの

後継計画として位置づけることを明記されている。これに伴い参考資料として１１

頁から１４頁に渡り、現在までの取り組み状況を共有される形となった。 

     次期教育振興基本計画についてだが、現在教育委員会全体が学校教育に注力する

方向に舵を切ろうとしているので、その方向を意識したまとめ方になっていくと思

う。 

     この第１回検討委員会で委員から出た意見としては、学校教育の重要性、生涯に
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渡って学びあうこと、どう活かすのか、これらを地域の協力のもとで作り上げてい

くのだ、ということを考慮した計画であるべきだというお話があった。それから、

“神戸らしさ”を新しい計画にどう盛り込んでいくのか、という観点から持続可能

な社会作りが大事なのではないか、というものがあった。 

     また、本日は欠席だが、辻委員から社会性を持った大人になるために、青年期に

対するアプローチが大事だということ、それから PTA 役員である宮澤委員からは教

員の多忙化対策の一環で部活改革が行われているが、その研修のこと、また保護者

への負担も大きくなる中、共働きの家庭ではどう折り合いをつけていくのか、とい

ったご意見も出た。 

     それらを踏まえて、昨日行われた第２回の検討委員会の資料を後ろに添付してい

るが、こちらでは現行計画の総括に対する議論の続きの他、神戸の教育理念、目指

す子供像といったものの提示に対する意見が出され、それに続いて実施計画の基本

政策や重点事業の案が審議された。 

     社会教育に関しては、主に基本政策２の重点事業１３の“地域と学校との連携･

協働を進める社会に開かれた教育の実現”、重点事業１４の“地域に活かし・つな

がる社会教育の充実”に該当しいる。これらの考え方として、“社会に開かれた教

育の推進”と“社会教育の充実”という形で記載されており、前者については、新

学習指導要領を踏まえて設定、後者については、子供を含めた地域全体に書くライ

フステージでの学びを還元していくことを明言したものだ。 

第２回の検討委員会でも議論が活発となり、またいくつかの修正が入ると思う。

今後も検討が入るという前提の上でご覧いただいて、ご意見をいただければと思

う。 

     また、子供の読書推進活動の計画についてだが、読書活動は他の項目との連動や

全般的なこととの関わりが深いことから、残念ながら、現時点で単独では入ってい

ないが、第２回の会議の際に、オブザーバーとして参加していた現職の学校長より、

学習指導要領の中で８割近くの学校長が読書を重視する旨の（アンケート）結果が

あることから子供の読書活動に力を入れたい、との意見があった。重点事業の１、

２、１３、１４あたりに盛り込まれるかと思う。 

     今後の教育振興基本計画におけるスケジュール感だが、更に検討委員会を何度か

重ねて重点事業や目標を６月頃目処に具体的につめていき、８月頃に案として固め

たいということだ。 

     社会教育委員会議についても、例年であれば次回７月頃だが、教育振興基本計画

の進行が早いため、場合によっては早くお集まりいただく、または違った形で参集

させていただく可能性もある。そういった場合には、ご協力をお願する。 

（議 長）質問、意見はあるか。神戸市の教育振興基本計画に対して、社会教育の立

場から意見を言うことを求められていると思う。 

（花岡委員）確認だが、神戸市生涯学習総合計画と第３次神戸市子供読書活動推進計

画については、新たな計画は定めず第３期神戸市教育振興基本計画に盛り込まれ 
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るということでよろしいか。 

（事務局）そうだ。単独計画はつくらないとのことだ。 

（議 長）本当は逆に生涯学習総合計画に、色々な計画を盛り込むべきだと思う。性

質的には同質ではないので、それぞれ別にあるというのもひとつの選択だとは思う

が。 

（花岡委員）ちなみに他の市町村行政の現状はどうか。 

（事務局）それぞれの市町村でばらばら。生涯学習については、努力義務という形に

なっているが、総合計画を作っている自治体は多い。教育振興基本計画については、

ない自治体は基本的にない。 

（花岡委員）神戸市は今回、これらを統合すると。 

（事務局）市としては、こういった計画が複数ある現状から、ある程度整理し、まと

めたものにしようという動きで。その中で教育においては、教育振興基本計画が一

番メインになる、そこに落とし込んでいこうという流れだ。 

（議 長）このあたりの問題意識は、この後に説明いただく、組織改正のところで説

明してもらう。 

（目黒委員）ちょうど国が第４次の読書活動の推進に関する基本的な計画を昨年度策

定し、それに基づいて色々な自治体が動きだしている。前回にも申し上げたが、見

せ方というか、（神戸市は）政令市として第４次読書活動推進計画が分かりやすい

位置におかれていない、というのは、非常に後退しているように取られると思う。 

対外的に、しっかり見える形で重点事業として出すのか、具体的なところはまだ

ないが、ちゃんと出していかないと（神戸市は）後退しているな、と取られかねな

いと、非常に危惧している。 

（議 長）おそらく、それは何らかの形で入ってくるかと思う。先日の会議では、読

書、というより読解という言い方でとっかかりを感じた。読解力、という部分で少

し読書とは違うが、注視していく、ということで、ここから、読書というアクティ

ビティに他にどんなアクティビティを足してバランスよく作っていくのか、という

点で明確にしていくのではないか。 

神戸らしさ、というのを学校でやっていく中で、 “トライやるウィーク”と  

いうフィールドワーク系の学習活動が、例に出ていたが、それ以外が挙がらない

状況だ。 

授業力をつける、ということを校長先生方は大事にされておられるが、授業力

をつける方法は研修しかない、という議論になった。しかし内実はもっと違って

いると思う。おそらく、そういうことが浮かび上がってくれば、読書活動等が挙

がってくるのではないかと思う。 

（井上委員）重点事業２ 豊かな心の育成、について P.18 の考え方に“読書活動” 

の記載があるように、この部分を膨らますことが出来れば、読書活動が後退した 

という印象にならないように出来るのではないか。 

（議 長）読書というのは本来方法論であるにもかかわらず、環境教育や人権教育、 
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伝統文化を学ぶ、というところに横並びになっていること自体が疑問だ。 

先ほど見せ方、という観点の話もあったが、強く前面に押すと反発するし、ど 

うやって印象付けるかという点は慎重にならないといけない。 

（花岡委員）２点ある。１つ目は、学校だけでなく、地域コミュニティにおける活 

動の重要性、２つ目は、先ほど挙がった“豊かな心の育成”について、賛成だ

が、「歴史に学び、自然に学び」という私の思いから言うと、この豊かな心の育

成には“歴史”が足りないのではないか、これも大事なことだと考える。 

（齋藤委員）生涯学習がいかに地域で、色んな団体、関与者をネットワークを基に運

営され、たくさんの人が参画し、したい時期にしたい内容を学べるということが

重要で、それが出来ているかどうかが、今後のその地域の持続可能性に関わると

思い、私自身社会教育に関わっているが、その視点からこの（教育振興基本）計

画を見ると、やっぱり学校が主語で子供たちに関わるものオンリーで、重点事業

の中に地域に関する項目が入っていても、子供から離れるものではない、という

のが全ての人に開かれるべき生涯学習として、どうしようもないものなのかと考

えてしまう。 

それこそ見せ方の問題かもしれないが、地域の学び、というものを基本政策

３という形で別の体系に出来ないのか、というのが率直な感想。それは、最終

的に子供につながるものであったとしても、という意味で。 

（花岡委員）一点質問だが、この“言葉の力の充実”というものは、読解力として

先ほど話に挙がったが、この議論が上がった背景というものを教えてほしい。 

（事務局）第２期（教育振興基本計画）の中で、言葉の力ということで、きちんと

理解し、使えるように、と、いわゆる国語力だが、その頃からキーワードとし

て“言葉の力の充実”ということが議論に上がってはいた。その時は、特色あ

る教育の中のひとつに位置づけられていたが、今回の計画では、特色がたくさ

ん挙がっていたということもあり、絞っていこうという方向で議論した中で、

前計画から議論されているということだ。 

（花岡委員）今回は（特色ある教育から）外れた、ということか。 

（事務局）外れたというよりは、これは行う前提で進めていこう、という意味合い

で検討しているということだ。 

       読解力というと、読書との議論において、まず読むだけでなく理解できるよ 

うにすることが重要だろうと、生きていくための色々なベースとして本を読ん

で、たくさん色々なことを知っていくという点で重要であるという話だた。 

（議 長）それぞれの立場で様々な意見を以って、検討されていく本件だが、大き

な流れとしては、学校の子供たちの能力を高めるために、授業力の向上を通じ

て、学校教育を再整備したいというのが大前提にあると思っている。 

教員の不祥事やいじめ問題がある中、社会教育がどこまで貢献できるのか、 

と考える中、貢献できないのではないか、といった雰囲気で当初この柱（重

点政策等）はあったかと思う。それをどう変えていくのか、というのが課題
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かと考える。 

文化、風土を変えていくのは、社会教育だと私は信じている。 

（３）「公民館利用者アンケート」について 

（事務局）資料３により、公民館利用者アンケートについて説明 

（議 長）質問、意見はあるか。 

    （委員全員）特に質問、意見なし 

（４）「平成３１年度教育委員会組織改正等」について 

（事務局）資料４により、平成３１年度教育委員会組織改正等について説明 

（議 長）質問、意見はあるか。 

（齋藤委員）今、市民参画推進局で、神戸市リカレント教育アンケートをとっておら

れるかと思う。これは学びに対する傾向の把握と今後の講座運営に活かしていく

とのことなのだが、この組織改正によって市民参画推進局に学びの事業が移って

いくということもあって、横割り会議等を通じてさらに組織を改正されていくか

と思うのだが、今まで培ってきたものがパワーアップされるような運営体制で行

われていくことを希望する。 

神戸市として生涯学習のブランドデザインを持つということは、イコール人や 

お金をかけることではない、ということだと思う。 

ブランドデザインは必要であるけれども、民間や地域の力を使うことをデザイ

ンすれば、行政として人やお金をかけなくても出来ると思うし、そういった意味

で、今、神戸市において社会教育や生涯学習がどういった位置づけに置かれてい

るかが重要になるかと思うが、やはりなくてはならないもの、これからニーズが

高まっていくものだと思う。だからこそ、それ（ブランドデザインと人・お金を

かけること）を一緒くたに考えないで欲しいと願う。 

（５）その他①「神戸市立中・義務教育学校部活動ガイドライン」について 

（事務局）資料５により、神戸市立中・義務教育学校部活動ガイドラインについて説 

  明。 

（議 長）質問、意見はあるか。 

    （委員全員）特に質問、意見なし 

（６）その他②「埋蔵文化財センター冬季企画展」等について 

（事務局）資料６により、埋蔵文化財センター冬季企画展等について説明 

（議 長）質問、意見はあるか。 

    （委員全員）特に質問、意見なし 

（７）その他③「北神図書館の開館」等について 

（事務局）資料７により、北神図書館の開館等について説明 

（議 長）質問、意見はあるか。 

    （委員全員）特に質問、意見なし 

（議 長）本日の議題はすべて終了したが、全体を通して何か意見があればどうぞ。 

  無いようなら事務局に進行をお返しする。 
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６．閉 会 

（事務局）長時間にわたりご審議いただきありがとうございました。次回の社会教

育委員会議は夏頃を予定しております。改めて日程調整をさせていただきますのでよ

ろしくお願いします。。 

本日はありがとうございました。それでは会議を終了いたします。 

 

                                  【以上】 

 

 



令和元年度 社会教育関係団体補助金交付について 

(社会教育法第13条関連） 

 神戸市ＰＴＡ協議会 神戸市婦人団体協議会 

会 員 数 約１３０，０００人 約４６，０００人 

補 助 金 予 算 額 ３００，０００円 ５５５，０００円 

神戸市社会教育関係団体補助金交

付要綱第２条関係 
実施事業 

(１)図書、記録、視聴覚教育の資

料等収集、作成または提供 

・ＰＴＡ校種別区別研修会実施 

報告書 

・神戸市婦人団体協議会活動報告書「１

年のあゆみ」 

(２)社会教育の普及、向上または

奨励のための援助、助言 

・会長､副会長研修 

・ＰＴＡ未結成校への取り組み 

・毎月の定例役員会､年間１０回

程度の専門委員会 

・５校種合同研修会 

・会長研修会、区中堅幹部研修会 

・毎月の定例会、単位婦人会連絡会研修 

・婦人市政懇談会（市共催） 

・さわやかフォーラム（県共催） 

・ふれまち事業 

・エコタウン活動（資源回収･広報）、美緑花

ボランティア活動（公園内清掃･除草･灌水）  

の実施 

・トライやるウィークの受け入れ 

・災害時要援護者への支援活動 

（見守り、声掛け、避難誘導、生活支援）  

・婦人防災安全委員（消防局連携） 

(３)社会教育関係団体間の連絡調

整 

・日本ＰＴＡ全国研究大会 

・近畿ブロックＰＴＡ研究大会 

・指定都市ＰＴＡ情報交換会 

・女性教育施設職員のための研修、全国

大会等への参加 

（全国赤十字大会､（公財）明るい選挙推進協会全国フォーラム他）  

・他都市女性教育団体と交流 

(４)機関紙の発行、資料の作成配

布による社会教育に関する宣

伝啓発 

・広報紙「ＰＴＡ神戸」の発行 

（年３回） 

・ホームページの開設運営 

・機関紙「婦人神戸」の発行（月１回） 

・ホームページ、フェイスブックの運営 

(５)体育、運動競技若しくはレク

リエーションに関する催しの

開催、参加 

・文化事業「KOBE ファミリーコン

サート」の開催 

・神戸まつり等への参加 

・民踊のつどい、民踊の夕べの開催 

・春の音楽祭の開催 

・ママさんバレーボール大会の開催 

（春･秋･こうべ長寿祭） 

・ママの腕くらべ展の開催 

(６)社会教育に関する研究調査 ・「広報」「研修」「健全育成」の

各分野の専門委員会による討

議・研究 

・専門委員会だよりの発行 

・消費者問題、スポーツ、女性問題、教

養文化、地域防災、環境問題、手芸、

美緑花、地域福祉、救急救命、情報の11

テーマの調査研究及び技能取得、講座

の実施（自分磨き･白バラ） 

(７)その他社会教育の振興に寄与

する公共的意義のある適切な

事業 

・「家族が熱い一週間」協賛活動 

①「ミニレター、三行詩＆フォト

応募作品募集と展示」 

②「神戸市ＰＴＡフェスティバ

ル」 

・ハミング広場（フラワーベース設置） 

・市民花壇や清掃美化活動、資源回収 

・デイサービス（神戸市地域拠点型一般介護予防事業）  

・ファミリーサービスクラブ（家事援助、外出・通院介助）  

・ふれあい喫茶 

・給食・配食サービス 

・子育て支援（保育園、幼稚園、児童館との交流）  

・子ども支援活動（子ども食堂、居場所作り、学習支援（大学連携））  

・あいさつ運動 

・小･中学校への協力（昔遊び、登下校時の見守り等）  

※上記の他に、神戸市教育委員会等から事業を受託し実施している。 

 婦人団体協議会：親子の学び教室､市立婦人会館指定管理業務、地域協働型文化育成事業、 

        神戸婦人大学の運営 等 
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第３期神戸市教育振興基本計画の検討状況について 

 

Ⅰ 計画策定の趣旨 

 １ 趣旨 

本市では、平成 20 年度に「神戸市教育振興基本計画」、平成 25年度に「第２期

神戸市教育振興基本計画」を策定し、教育の充実に取り組んできた。 

   また、平成 28年１月には「神戸市教育大綱」を策定し、小中学校を中心とした

学校教育に焦点を絞り、７つの方針を定めた。 

   平成 30 年度の「第２期神戸市教育振興基本計画」期間終了を踏まえ、本計画を

継承・発展させた「第３期神戸市教育振興基本計画」を策定し、今後５年間の教

育の充実に向けた方向性等を定める。 

 

２ 位置付け 

   本計画は、教育基本法第 17条第２項の規定に基づく、「地方公共団体の定める

教育の振興のための施策に関する基本的な計画」であり、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第１条の３に基づく「神戸市教育大綱」を踏まえて策定する。 

 

３ 期 間 

   令和元（2019）年度から令和５（2023）年度まで（５年間） 

 

４ 計画の重点化 

教育委員会が所掌する教育の取組を範囲とし、他局の所掌する事業はそれぞれ

の計画に委ねるなど効率化を図り、計画の重点化を行う。 

 

また、神戸市全体における計画に関する見直し方針に沿って、平成 30年度末で

計画期間が終了した「神戸市生涯学習総合計画」及び「第３次神戸市子供読書活

動推進計画」については、新たな計画は定めず、教育委員会の所掌する事務につ

いて、第３期神戸市教育振興基本計画に盛り込み、それらの後継計画として位置

付ける。 

 

 神戸市生涯学習総合計画から継承する主な事項 

重点事業 14 地域に活かし・つながる社会教育の充実 

◆生涯の「学ぶ」機会の充実、地域に還元する「活かす」学習活動の支援 

◆新しい社会の力の創造に資する「つながり」の促進 

◆地域交流、コミュニティ活動の場の充実 

◆人生を豊かにする文化・芸術・歴史にふれあう身近な機会の充実 

◆神戸の文化財や伝統文化等の保存・活用・継承 

◆ライフスタイルに応じた学びを支援する図書館サービスの充実 
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 第３次神戸市子供読書活動推進計画から継承する主な事項 

重点事業 1 確かな学力の育成 

◆「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

・学校司書の配置を拡充し、学校図書館の活用を促進。 

・朝の読書、学校図書館や学級文庫の活用等、さまざまな活動を通し、児

童生徒の読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化を推進。 

重点事業 2 豊かな心の育成 

◆学校図書館を活用した読書活動の推進 

重点事業 14 地域に活かし・つながる社会教育の充実 

◆子供読書活動の推進 

 

 

５ 検討状況 

（１）これまでの経過 

   計画の策定においては、事務局・学校園の組織力強化や教職員の資質向上につ

いて、「組織風土改革のための有識者会議」の議論を踏まえて検討を行う必要があ

るため、本有識者会議の二度の中間とりまとめを待って、神戸市教育振興基本計

画検討委員会を平成 31年２月に設置し、これまで計６回開催し、検討を進めてき

た。 

 

（２）今後の予定 

   「組織風土改革のための有識者会議」の最終とりまとめを踏まえて本計画の素

案をとりまとめ、市会への報告もしながら、パブリックコメントの実施、神戸市

教育振興基本計画検討委員会における案のとりまとめ、策定と、市会や市民の意

見も伺いながら進めていく。 
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Ⅱ 検討内容 

１ 基本政策及び重点事業の設定 

  教育を取り巻く現状や、第２期計画の総括等を踏まえ、第３期計画においては、

２つの基本政策、14 の重点事業を設定する。 

 

 

基本政策１ 心豊かに たくましく生きる 神戸の子供を育む 

 

（重点事業１） 確かな学力の育成 

    

（重点事業２） 豊かな心の育成 

     

（重点事業３） 健やかな体の育成 

     

（重点事業４） 一人一人に応じたきめ細かな教育・支援の充実 

     

（重点事業５） 人格形成の基礎となる幼児教育の質の向上 

     

（重点事業６） 特色ある高校教育・高専教育の推進 

     

（重点事業７） 神戸の国際教育・防災教育のさらなる推進 

     

基本政策２ 安全・安心で楽しい学校を築き、地域と共に子供を支える 

 

（重点事業８） いじめを許さず生き生きと過ごせる学校生活の実現 

    

（重点事業９） 教職員の資質・能力の向上と学校の組織力の強化 

 

（重点事業10） 教育の質を高める教職員の働き方改革の推進 

          

（重点事業11） 安全・安心で質の高い学校教育環境の整備 

    

（重点事業12） ICT の基盤整備と利活用の促進 

    

（重点事業13） 地域と学校との協働による社会に開かれた教育の実現 

   

（重点事業14） 地域に活かし・つながる社会教育の充実 
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 ２ 重点事業 14 の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■主な取組 

①生涯の「学ぶ」機会の充実、地域に還元する「活かす」学習活動の支援 

         ・「学び」によって大人もいつでも変われることや、人や社会とのつながりで新たな価値観が生まれ

ることを次世代に伝える重要性を踏まえ、社会教育施設において、学習機会の充実を図るととも

に、市民の自主的な生涯にわたる学習を促進し、成果を地域に「活かす」学習還元活動を支援。 

・拠点となる公民館を中心に、健康や環境、防災、多文化共生といった社会情勢に応じて変化する

課題に対応した講座等を開催し、地域の特色と社会の要請に応じた学習機会を提供。 

②新しい社会の力の創造に資する「つながり」の促進 

         ・持続可能な社会づくりの担い手の養成の観点も踏まえながら、「つながり」による新たな価値観を

創造する学びの場づくりを推進するため、社会教育関係部局をはじめ、大学や青少年育成団体等

を含む社会教育施設・団体との連携を推進。 

③地域交流、コミュニティ活動の場の充実 

         ・学校施設をスポーツや文化活動等に地域に開放する学校施設開放事業を実施。 

・世代を超えた地域交流の場として、地域のボランティアの協力により、小中学校の市民図書室を

運営。 

・史跡等の文化財を核として、地域と協働して保存・活用事業を実施。 

④人生を豊かにする文化・芸術・歴史にふれあう身近な機会の充実 

         ・博物館や小磯記念美術館、神戸ゆかりの美術館において、国内外の博物館・美術館の名品、館蔵

コレクション、地域文化に焦点をあてた展覧会等を開催。 

・博物館や小磯記念美術館、神戸ゆかりの美術館において、関係諸機関と連携し、展覧会、コレク

ション、地域文化を深く知り、体感するための普及事業を実施。 

・埋蔵文化財センターや内田家住宅・ラインの館等の文化財公開施設で、地域の歴史に関する情報

を提供。 

重点事業

14 

地域に活かし・つながる社会教育の充実 
 
一人一人が生涯にわたって学ぶきっかけづくりを推進し、能力を
発揮して人と人がつながる社会を目指し、豊かな創造性を備えた
持続可能な社会づくりの担い手を地域で育むとともに、学びの成
果を社会に還元します。 

 
取 組 の 方 向 性 

◎社会教育施設において、学ぶ機会の充実や学習還元活動の支援等を進めます。 

◎人生を豊かにする文化・芸術・歴史にふれあう身近な機会の充実を進めます。 

◎神戸の文化財や伝統文化等の保存・活用・継承を推進します。 

◎ライフスタイルに応じた学びを支援する図書館サービスを充実させます。 

◎子供読書活動を推進します。 
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⑤神戸の文化財や伝統文化等の保存・活用・継承 

         ・文化財の調査・指定等、修理や管理への助成等、公開活用、普及啓発事業等を行い、市民文化の

向上を推進。 

・文化財保存活用地域計画策定に向けての調査および検討を実施。 

・博物館や小磯記念美術館、神戸ゆかりの美術館において、計画的な館蔵資料・地域文化の調査に

関する計画の立案、実施を行い、研究紀要、展覧会図録、その他の媒体を用いて広く市民に研究

成果を発信。 

・博物館や小磯記念美術館、神戸ゆかりの美術館等において、文化財を次代に伝えていくための適

切な保存環境、収蔵環境を維持。 

⑥ライフスタイルに応じた学びを支援する図書館サービスの充実 

         ・地域の情報拠点、生涯にわたる学習拠点として必要な資料をさらに充実させ、一人一人のニーズ

やライフスタイルに応じた学習機会を提供。 

・電子図書館など新たなサービスや機器の導入を進めることで、図書館サービスの利便性をさらに

推進。 

・障害がある人、外国人や外国にゆかりがある子供など、図書館利用に支援が必要な人に対して、  

大きな活字の図書や日本語学習用図書、母語の絵本等、それぞれに配慮した資料やサービスを提

供するとともに、利用環境を整備。 

・基本計画に基づき、「新しい出会い、新しい発見がある、本の『広場』」のコンセプトで新・西図

書館を、「美しい 知と情報のゲートウェイ」のコンセプトのもと新・三宮図書館をそれぞれ整備

するとともに、垂水図書館の移転・拡張も検討。 

⑦子供読書活動の推進 

         ・子供の年齢層や状況に応じ、家庭、地域、学校園、図書館等子供が生活するさまざまな場におい

て、読書環境の整備や読書意欲の向上に資する取組、啓発・情報提供等を促進。 

・乳幼児期からの読書習慣の形成に資する資料・情報の提供として、ブックスタート関連事業や、

市立図書館での乳幼児向けおはなし会等を実施。 

・子供と読書を結びつけるため、読み聞かせやブックトーク、市立図書館での司書体験などの事業

を実施。 

・図書館を活用した調べ学習や知識の習得を支援するため、参考図書を充実させるとともに、調べ

学習を支援する取組を実施。 

・中高生が読書に興味をもてるよう、市立図書館に YA コーナーを設置するとともに、中学や高校

と連携を推進。 

・市立図書館の学校園向けサービスの充実や、司書教諭、学校司書に対する研修等の支援を促進。 

・子供の読書活動推進に関わるボランティアとの連携事業を実施するとともに、ボランティア講座

等により資質向上や交流を推進。 

 

 












